
主催 日本建築学会 構造委員会 鋼構造運営委員会 
 
後援（予定） 開催地都府県建築士会、開催地都府県建築士事
務所協会、全国鐡構工業協会、日本建設業連合会、日本建築家協
会、日本建築構造技術者協会、日本建築構造設計事務所協会連合会、
日本建築士会連合会、日本建築士事務所協会連合会、日本建築
センター、日本鋼構造協会、日本鉄鋼連盟 
 
主旨 1970年以来『鋼構造設計規準』は、鋼構造設計の拠り所
として幅広く活用されている。今日、塑性設計、限界状態設計
など設計方法も多様化しており、本会では、それぞれに対応し
た設計指針も刊行して『鋼構造設計規準』を補完する形をとっ
ている。また、『鋼構造設計規準』が限られた範囲についてし
か触れられていない規準であるとの認識から、2005年の改定の
際には『鋼構造設計規準 ―許容応力度設計法』と副題を付与
した。さらに、許容応力度設計法による規準であることを明快
にするべく、今回新たに『鋼構造許容応力度設計規準』と改称
のうえ刊行することにした。書名を変更しているが、内容は前
書を踏襲している。 
 2005年の改定から14年が経過し、規準の位置付け以外にも、
時代に合わなくなった内容や表現に関する指摘が多くなされ
ていた。このような状況を踏まえ、本規準は最新の構造形式が
前面に出るように各章内や節内の構成順と図を見直して、実用
的に頻度や重要度の高いものを優先して記述している。材料に
関しても、JIS規格のみに限定せず、広く用いられている国土
交通大臣認定品についても、本規準が適用できることを記述し

ている。 
 本会では、今後の本規準の有効な利用を期待して、鋼構造の
許容応力度設計法について主要内容と改定点を解説する講習
会を企画した。この機会に、関係する多くの方々にご参加いた
だきたい。 
 

参加費（テキスト代含む） 
１．日本建築学会会員 12,000円 
２．後援団体会員    14,000円 
３．上記以外  17,000円 

 

テキスト ※一般販売は最終会場終了後となります。 
『鋼構造許容応力度設計規準』、B5判、約200頁 
 
申込方法＊ 以下のいずれかの方法でお申し込みください（会

場により異なります）。お電話での申込みは受け付けておりませ
ん。申込み後の開催地変更はできません（東京会場は開催日が異

なるⒶとⒷがあるので要注意）。 
❶参加申込書(郵送)による申込み 参加費をお支払いのうえ、
必要事項を明記した 2頁目の参加申込書（←クリックしていた

だいても書式が出ます）と参加券送付用封筒（82円切手貼付／9

月25日以降送付の場合は84円切手貼付、宛名記入）を同封し、
お申し込みください。 

❷Webからの申込み 日本建築学会Webページ「催し物・公募」
からお申し込みください（参加申込書と参加券送付用封筒の
郵送は不要）。 https://www.aij.or.jp/ 

 
 

開催地・期日・会場・定員・申込方法・申込先・参加費支払い方法 

開催地 期  日 会  場 定員 
申込 
方法＊ 

申 込 先 参加費支払い方法 

東京Ⓐ  2019年 
10月18日(金) 

建築会館ホール 
（東京都港区芝5-26-20） 

220
名 

❶ 日本建築学会 
講習会「鋼構造設計規準Ⓐ会場」係 
〒108-8414 

東京都港区芝5-26-20 
TEL 03-3456-2057 

○銀行振込 
・三菱 UFJ 銀行京橋支店 

普通預金口座 2318455 
シヤ）ニホンケンチクガツカイ 

○現金書留 
❷ https://www.aij.or.jp/event/detail.

html?productId=617157 
○クレジットカード決済 
＊領収書は原則、カード会社発行の「利用明

細書」をもって代えさせていただいています
が、必要な方は講習会の休憩時間に受付で
お渡ししますので、当日お申し出ください。 

名古屋 10月21日(月) 名古屋商工会議所ビル 
3 階第 5会議室 

（名古屋市中区栄2-10-19） 

140
名 

❶ 日本建築学会 東海支部  
講習会「鋼構造設計規準」係 
〒460-0008 名古屋市中区栄 2- 
10-19 名古屋商工会議所ビル9階 

     TEL 052-201-3088 

○銀行振込のみ 
・三菱UFJ銀行栄町支店 

普通預金口座 0301491 
シヤ）ニホンケンチクガツカイトウカイシブ 

大 阪 10月25日(金) 大阪科学技術センター 
大ホール 
（大阪市西区靱本町1-8-4） 

200
名 

❶ 日本建築学会 近畿支部  
講習会「鋼構造設計規準」係 
〒550-0004  大阪市西区靱本町 

1-8-4 大阪科学技術センター内 
TEL 06-6443-0538 

○銀行振込のみ 
・三井住友銀行大阪本店営業部 

普通預金口座 4481226 
・ゆうちょ銀行 418店 

同行からの振込 14100-90203811 
他行からの振込 (普) 418-9020381 
シヤ）ニホンケンチクガツカイキンキシブ 

東京Ⓑ 10月29日(火) 建築会館ホール 
（東京都港区芝5-26-20） 

220
名 

❶ 日本建築学会 
講習会「鋼構造設計規準Ⓑ会場」係 
〒108-8414 

東京都港区芝5-26-20 
TEL 03-3456-2057 

○銀行振込 
・三菱 UFJ 銀行京橋支店 

普通預金口座 2318455 
シヤ）ニホンケンチクガツカイ 

○現金書留 
❷ https://www.aij.or.jp/event/detail.

html?productId=617158 
○クレジットカード決済 
＊領収書の受渡しは上記の東京Ⓐ会場同様。 

講習会 【建築ＣＰＤ：6単位】 

「鋼構造許容応力度設計規準」 
 

https://www.aij.or.jp/event/detail.html?productId=617157
https://www.aij.or.jp/event/detail.html?productId=617158
http://www.aij.or.jp/jpn/symposium/2019/application_s.doc


プログラム 

       時間 

        内容 
開催地   期日 

10:00～10:30 10:30～10:50 10:50～12:00 

休 

 

憩 

13:00～13:50 13:50～14:50 

休 

 

憩 

15:00～15:50 15:50～16:50 

主旨説明・ 

概要 

1～ 3 章： 

総則・荷重ほか 

4～6 章：材料・

許容応力度ほか 

 7 章： 

疲 労 

 8～10章： 

幅厚比・梁ほか 

11～13章：圧

縮材・引張材ほか 

 14～17章： 

接合・柱脚 

東京Ⓐ 10月18日(金) 田川泰久 
（元横浜国立大学）

岡崎太一郎 

（北海道大学） 

中込忠男 

（信州大学名誉教授）

五十嵐規矩夫 

（東京工業大学）

田川泰久 
（前掲） 

山田丈富 

（千葉工業大学）

名古屋 10月21日(月) 井戸田秀樹 

（名古屋工業大学） 

増田浩志 

（宇都宮大学） 

中込忠男 

（前掲） 

井戸田秀樹 

（前掲） 

中野達也 

（宇都宮大学） 

増田浩志 

（前掲） 

大 阪 10月25日(金) 多田元英 

（大阪大学） 

山田丈富 

（前掲） 

中込忠男 

（前掲） 

五十嵐規矩夫 

（前掲） 

多田元英 

（前掲） 

山田丈富 

（前掲） 

東京Ⓑ 10月29日(火) 五十嵐規矩夫 

（前掲） 

岡崎太一郎 

（前掲） 

見波 進 

（東京電機大学）

五十嵐規矩夫 

（前掲） 

竹内 徹 

（東京工業大学）

増田浩志 

（前掲） 

※司会は、東京Ⓐ会場：田川泰久（前掲）、名古屋会場：井戸田秀樹（前掲）、大阪会場：西影武知（支部役員／大林組）、東京Ⓑ会場：五十
嵐規矩夫（前掲）です。  ※講師は都合により変更となる場合がございます。 

 

講習会参加申込書 

講習会名・会場 講習会 「鋼構造許容応力度設計規準」 （        会場） 
［注］ 東京会場はⒶまたはⒷを必ず明記のこと 

参加者＊1 

フリガナ  

会員番号  
氏 名  

会員区分＊4 
□ 日本建築学会会員（個人会員／法人会員・賛助会員＊2） 
□ 後援団体会員（団体名・No.等                         ） 
□ 上記以外 

勤務先名＊3  所属部署  

所在地 
〒 

 

電 話  F A X   

E-mai l   

参加費  円 （支払方法は、会場によって異なりますのでご注意ください） 

支払方法・ 

申込方法＊4～＊6 

□ 銀行振込： 指定口座に入金のうえ、申込書（振込銀行欄記入または振込明細書コピー貼付）と参加券送付用封筒
（82円あるいは84円切手貼付、宛名記入）を同封し、お申し込みください。折り返し、参加券と領収書をお送りします。 

□ 現金書留： 本申込書と参加券送付用封筒（82円あるいは84円切手貼付、宛名記入）を同封し、参加費を添えて
お申し込みください。折り返し、参加券と領収書をお送りします。 

振込元銀行 
（右欄記入の代

わりに、振込明
細書コピーを
貼付いただい
ても結構です） 

銀行名・ 

支店名 
               銀行               支店 

振込依頼 

人(社)名 
 

振 込 日 年    月    日 振込金額        円 
（他と合算送金の場合は、通 

信欄へ内訳をご記入ください） 

関連催し物の

ご案内 
□ 今後、関連する講習会等催し物の案内を希望しない。 
（今後、関連する講習会等催し物のご案内をお送りします。希望されない方は、□にを記入してください） 

＊1：同一組織での複数名によるお申し込みの際は、参加者全員の①氏名（フリガナ）、②会員番号、③会員区分を通信欄にご記入いただければ、申込書は 1
枚で結構です。 ＊2：法人会員・賛助会員は、1口につき 5名を会員扱いとします（必ず会員番号をご記入ください）。 ＊3：領収書の宛名は勤務先名とさ
せていただきます。ほかに宛名の指定がある場合は通信欄にご記入ください。 ＊4：該当区分の□に・を記入してください。 ＊5：他会場・他講習会への
参加の振り替えはできません。 ＊6：参加費の払い戻しはいたしません。なお、振込手数料は申込者にてご負担ください。 

通信欄 
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